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そ

の

他

告

示

変
更

後
変

更
前

（
目
的
）

（
目
的
）

第
１
条
こ
の
公
正
競
争
規
約
（
以
下
「
規
約
」
と

い
う
。）は
、
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法

（
昭
和
37年

法
律
第
134号

）
第
36条

第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
類
の
取
引

に
つ
い
て
行
う
表
示
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
不
当
な
顧
客
の
誘
引
を
防
止
し
、
一

















般
消
費
者
に
よ
る
自
主
的
か
つ
合
理
的
な
選
択
及






















び
事
業
者
間
の








公
正
な
競
争
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

第
１
条
こ
の
公
正
競
争
規
約
（
以
下
「
規
約
」
と

い
う
。）は
、
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法

（
昭
和
37年

法
律
第
134号

）
第
36条

第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
類
の
取
引
に

つ
い
て
行
う
表
示
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
一
般
消
費
者
の
適
正
な
商
品
選
択
を
保


















護
し
、
不
当
な
顧
客
の
誘
引
を
防
止
し
、
も
っ
て






















公
正
な
競
争
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
必
要
表
示
事
項
）

（
必
要
表
示
事
項
）

第
３
条
（
略
）

第
３
条
（
略
）

２
（
略
）

２
（
略
）

３
前
二
項





に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
食
品
表
示
基

準
（
平
成
27年
内
閣
府
令
第
10号
）
に
よ
り
表
示

が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
食
品
表
示
基
準
に
基

づ
い
て
表
示
す
る
こ
と
。

３
前
２
項





に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
食
品
表
示
基

準
（
平
成
27年
内
閣
府
令
第
10号
）
に
よ
り
表
示

が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
食
品
表
示
基
準
に
基

づ
い
て
表
示
す
る
こ
と
。

目

次
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一

ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
類
公
正
取
引
協
議
会
（
会
長

井
川

伸
久
）
の
申
請
に
係
る
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
類
の
表

示
に
関
す
る
公
正
競
争
規
約
の
一
部
変
更
を
令
和
八
年
九
月
十
四
日
付
け
で
認
定
し
た
。

二

規
約
に
係
る
事
業
の
種
類

ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
類
の
製
造
・
加
工
販
売
業
、
輸
入
販
売
業
等

三

規
約
の
内
容

別
記
の
と
お
り
変
更
す
る
。

四

認
定
の
理
由

規
約
の
一
部
変
更
の
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
当
該
規
約
の
一
部
変
更
は
、
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法

第
三
十
六
条
第
二
項
各
号
の
認
定
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

別
記ハ

ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
類
の
表
示
に
関
す
る
公
正
競
争
規
約
の
一
部
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

次
の
表
中
下
線
の
表
示
部
分
（
以
下
、
変
更
前
の
欄
に
あ
っ
て
は
「
変
更
部
分
」
と
、変
更
後
の
欄
に
あ
っ
て
は「
変

更
後
部
分
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

変
更
部
分
及
び
そ
れ
に
対
応
す
る
変
更
後
部
分
が
存
在
す
る
と
き
は
、
当
該
変
更
部
分
を
当
該
変
更
後
部
分
に
変

更
す
る
。

変
更
部
分
の
み
存
在
す
る
と
き
は
、
当
該
変
更
部
分
を
削
る
。

変
更
後
部
分
の
み
存
在
す
る
と
き
は
、
当
該
変
更
後
部
分
を
加
え
る
。

〇
公
正
取
引
委
員
会

消

費

者

庁
告
示
第
七
号

不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
類
の
表
示
に
関
す
る
公
正
競
争
規
約
（
平
成
四
年
公
正
取
引
委
員
会
告
示
第
三
十
五
号
）
の

一
部
変
更
を
認
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

公
正
取
引
委
員
会
委
員
長

茶
谷

栄
治

消
費
者
庁
長
官

堀
井
奈
津
子

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
類
の
表
示
に
関
す
る

公
正
競
争
規
約
の
一
部
変
更
を
認
定
し
た

件
（
公
正
取
引
委
・
消
費
者
庁
七
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
国
土
交
通
一
二
八
一
〜
一
二
八
四
）

〇
航
路
標
識
に
関
す
る
件

（
海
上
保
安
庁
三
九
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
二
二
八
〜
二
三
〇
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

国
家
試
験

水
先
人
試
験
の
施
行
（
国
土
交
通
省
）

第
六
十
八
回
原
子
炉
主
任
技
術
者
試
験
口
答

試
験
合
格
者
（
原
子
力
規
制
委
員
会
）

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

（
法
務
省
告
示
配
一
五
五
）

除
籍
が
滅
失
し
た
件（
同
一
五
六
、
一
五
七
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
、
所
有

者
不
明
関
係

特
殊
法
人
等

警
察
共
済
組
合
役
員
の
就
・
退
職
関
係

会
社
そ
の
他





（特定事項の表示基準） （特定事項の表示基準）
第４条 事業者はハム・ソーセージ類につい
て、次の各号に掲げる表示をする場合には、
当該各号に定めるところによらなければな
らない。

第４条 事業者はハム・ソーセージ類につい
て、次の各号に掲げる表示をする場合には、
当該各号に定めるところによらなければな
らない。

 使用した原料肉を強調する表示  使用した原料肉を強調する表示
ア 原料肉（原料畜肉類又は原料臓器類。

以下「原料肉」という。）について


、「オー
ル〇〇肉」、「〇〇肉100％」等と表示す
る場合は、施行規則で定める基準によ
り表示するものとする。

ア 「オール〇〇肉」、「〇〇肉100％」等
と表示する場合は、施行規則で定める
基準により表示するものとする。

イ 原料肉について、特色のあるもので
ある旨を表示する場合は、施行規則で
定める基準により表示するものとす
る。

イ 原料肉（原料畜肉類又は原料臓器類）


について、特色のあるものである旨を
表示する場合は、施行規則で定める基
準により表示するものとする。

～ （略） ～ （略）
（不当表示の禁止） （不当表示の禁止）
第５条 事業者は、ハム・ソーセージ類の取
引に関し、次の各号に掲げる表示をしては
ならない。

第５条 事業者は、ハム・ソーセージ類の取
引に関し、次の各号に掲げる表示をしては
ならない。

～ （略） ～ （略）


事業者が自己の供給するハム・ソー


セージ類の取引について行う表示であっ

て、一般消費者が当該表示であることを

判別することが困難であるもの（ステル

スマーケティング）



（略） 


（略）

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

地 蔵 壇 （ 一 ）

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

岩 手 県 奥 州 市 前 沢 生 母 の 区 域 内 の 土 地 の う

ち 、 次 の 一 点 か ら 七 十 五 点 ま で を 順 次 結 ん だ 線

及 び 一 点 と 七 十 五 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地

の 区 域

点 北緯 東経

１ 3903007840 14112090973

２ 3903007918 14112091404

３ 3903006431 14112097209

４ 3903005981 14112098963

５ 3903002321 14112097405

６ 3903002242 14112097954

７ 3902599147 14112098475

８ 3902598936 14112100881

９ 3902599229 14112106330

10 3902599237 14112106475

11 3902598483 14112109182

12 3902598361 14112113881

13 3902598358 14112113980

14 3902598108 14112114894

15 3902598021 14112117482

16 3902597983 14112117477

17 3902596060 14112117242

18 3902596343 14112118697

19 3902595542 14112125535

20 3902595907 14112128390

21 3902596160 14112130373

22 3902595283 14112133859

23 3902594850 14112137657

24 3902597561 14112138603

25 3902598032 14112138768

26 3903000304 14112139561

27 3903002703 14112140399

28 3903004406 14112140994

29 3903006134 14112143929

30 3903007792 14112150108

31 3903006538 14112153551

32 3903003833 14112155888

33 3903000976 14112156105

34 3902597829 14112153209

35 3902597259 14112152684

36 3902594807 14112155588

37 3902594620 14112155810

38 3902592975 14112159176

39 3902592295 14112162660

40 3902590149 14112168931

41 3902588520 14112172103

42 3902587786 14112178603

43 3902586269 14112182128

44 3902584492 14112185313

45 3902583918 14112184995

46 3902583187 14112184590

47 3902584280 14112181213

48 3902584468 14112170203

49 3902585833 14112168388

50 3902587890 14112162227

51 3902588308 14112158736

52 3902592255 14112150234

53 3902591686 14112148909

54 3902591254 14112144685

55 3902591698 14112141777

56 3902592377 14112133504

57 3902592306 14112128315

58 3902592612 14112127324

59 3902593250 14112125255

60 3902593800 14112116966

令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

附 則

一 こ の 規 約 の 変 更 は 、 こ の 規 約 の 変 更 に つ い て 公 正 取 引 委 員 会 及 び 消 費 者 庁 長 官 の 認 定 の 告 示 が

あ っ た 日 か ら 施 行 す る 。

二 こ の 規 約 の 変 更 の 施 行 の 日 前 に 事 業 者 が 行 っ た 表 示 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 八 十 一 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 九 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲





61 3902592728 14112114287

62 3902593995 14112108635

63 3902592992 14112103707

64 3902593078 14112103272

65 3902593673 14112100239

66 3902594175 14112097868

67 3902593381 14112093883

68 3902593509 14112093204

69 3902595659 14112091011

70 3902597322 14112090091

71 3902597917 14112089778

72 3903000073 14112089000

73 3903002812 14112089162

74 3903005834 14112090943

75 3903007577 14112091239

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

宮 本 の 沢 二

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

岩 手 県 下 閉 伊 郡 岩 泉 町 袰 野 の 区 域 内 の 土 地 の

う ち 、 次 の 一 点 か ら 五 十 八 点 ま で を 順 次 結 ん だ

線 及 び 一 点 と 五 十 八 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土

地 の 区 域

１ 3950313912 14154131980

２ 3950310455 14154133561

３ 3950304494 14154136276

４ 3950301888 14154136640

５ 3950297439 14154136854

６ 3950294066 14154138194

７ 3950290247 14154140236

８ 3950287769 14154144881

９ 3950286302 14154151037

10 3950285688 14154153616

11 3950283998 14154151363

12 3950283719 14154150991

13 3950284100 14154143906

14 3950282528 14154141703

15 3950280706 14154139147

16 3950275110 14154138970

17 3950274343 14154141762

18 3950271289 14154140497

19 3950261100 14154140155

20 3950261211 14154139175

21 3950260339 14154138369

22 3950251352 14154130055

23 3950247093 14154132058

24 3950244652 14154131268

25 3950242559 14154129146

26 3950240080 14154120597

27 3950239058 14154117071

28 3950237516 14154114448

29 3950236549 14154113853

30 3950233650 14154111850

31 3950233846 14154110875

32 3950237818 14154111402

33 3950239697 14154112578

34 3950241916 14154116773

35 3950243709 14154122174

36 3950244238 14154123768

37 3950248225 14154124437

38 3950255904 14154120156

39 3950257886 14154120844

40 3950262163 14154124548

41 3950264460 14154125323

42 3950265619 14154120845

43 3950265793 14154120172

44 3950270363 14154118780

45 3950275413 14154118613

46 3950276254 14154120879

47 3950276547 14154121671

48 3950278425 14154121725

49 3950283034 14154123247

50 3950285868 14154125386

51 3950286239 14154124879

52 3950290962 14154125664

53 3950296225 14154124247

54 3950307692 14154121971

55 3950308214 14154121928

56 3950310774 14154121720

57 3950312153 14154126229

58 3950312392 14154127009

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

畑 向 沢

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

宮 城 県 岩 沼 市 北 長 谷 の 区 域 内 の 土 地 の う ち 、

次 の 一 点 か ら 二 十 六 点 ま で を 順 次 結 ん だ 線 及 び

一 点 と 二 十 六 点 を 令 和 七 年 国 土 交 通 省 告 示 第 二

百 七 十 二 号 で 指 定 し た 土 地 の 境 界 線 に 沿 っ て 結

ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地 の 区 域

１ 3806237509 14050155432

２ 3806237734 14050155034

３ 3806238575 14050154416

４ 3806239170 14050147950

５ 3806238586 14050145566

６ 3806235607 14050141331

７ 3806235333 14050140333

８ 3806235762 14050136379

９ 3806234648 14050125146

10 3806235055 14050121426

11 3806237025 14050121100

12 3806238219 14050123428

13 3806238259 14050123840

14 3806237702 14050124756

15 3806238849 14050135868

16 3806239435 14050135771

17 3806239713 14050138456

18 3806238660 14050139013

19 3806238058 14050141093

20 3806240098 14050144469

21 3806240396 14050145386

22 3806241097 14050147938

23 3806240341 14050154360

24 3806239357 14050155186

25 3806239192 14050155867

26 3806238563 14050156966

令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 八 十 二 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 九 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 八 十 三 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 九 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲





点
北
緯

東
経

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

毘
沙
門
川

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

静
岡
県
伊
豆
の
国
市
奈
古
谷
の
区
域
内
の
土
地
の
う

ち
、
次
の
一
点
か
ら
四
十
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及

び
一
点
と
四
十
点
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区

域１
35
04
008438

138
58
296212

２
35
04
023532

138
58
304174

３
35
04
030803

138
58
345316

４
35
04
026258

138
58
338849

５
35
04
011432

138
58
348003

６
35
03
592753

138
58
399292

７
35
03
580326

138
58
396237

８
3 5
03
579039

138
58
365122

９
35
03
579577

138
58
358539

10
35
03
582722

138
58
352531

11
35
03
588535

138
58
346085

12
35
03
591497

138
58
340972

13
35
03
592025

138
58
334486

14
35
03
588951

138
58
328249

15
35
03
580284

138
58
320536

16
35
03
581256

138
58
312062

17
35
03
583142

138
58
308847

18
35
03
587614

138
58
302698

19
35
03
591672

138
58
294419

20
35
03
592844

138
58
289073

21
35
03
591350

138
58
278183

22
35
03
594814

138
58
270980

23
35
03
597791

138
58
268913

24
35
04
009440

138
58
264386

25
35
04
012175

138
58
262069

26
35
04
016899

138
58
259846

27
35
04
020306

138
58
252356

28
35
04
022865

138
58
253750

29
35
04
020416

138
58
260243

30
35
04
017047

138
58
264545

31
35
04
014821

138
58
266085

32
35
04
002593

138
58
271045

33
35
03
598305

138
58
273196

34
35
03
595740

138
58
277754

35
35
03
595656

138
58
285010

36
35
03
598460

138
58
286416

37
35
03
597977

138
58
292259

38
35
03
595407

138
58
300480

39
35
03
597644

138
58
301263

40
35
04
003040

138
58
297929

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
八
十
四
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日国

土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
三
十
九
号

航
路
標
識
の
性
質
そ
の
他
の
変
更
に
つ
い
て
、
航
路
標

識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
十
四
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

海
上
保
安
庁
長
官

宮
澤

康
一

名

称

名
古
屋
港
新
土
砂
処
分
場
建
設
工
事

区
域
Ｄ
灯
標

位

置

所

在

地

常
滑
港
り
ん
く
う
地
区
南
防
波
堤
灯

台
（
愛
知
県
常
滑
市
）
の
南
西
方
約

四
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四

五
一

〇
〇

東

経

一
三
六

四
七

三
五

変
更
し
た
事
項

光

度

実
効
光
度
一
五
〇
カ
ン
デ
ラ

光
達
距
離

六
・
〇
海
里

変
更
年
月
日

令
和
八
年
八
月
十
五
日

名

称

土
々
呂
港
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

宮
崎
県
土
々
呂
港
（
防
波
堤
外
端
）

北

緯

三
二

三
〇

四
七

東

経

一
三
一

四
一

一
一

変
更
し
た
事
項

灯

質

単
せ
ん
赤
光

毎
三
秒
に
一
せ
ん
光

光

度

実
効
光
度
二
七
カ
ン
デ
ラ

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
九
・

一
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
一
二

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
八
月
十
七
日

名

称

日
向
野
島
港
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

宮
崎
県
宮
崎
市
（
野
島
港
防
波
堤
外

端
）

北

緯

三
一

四
四

一
二

東

経

一
三
一

二
八

〇
七

変
更
し
た
事
項

灯

質

単
せ
ん
緑
光

毎
三
秒
に
一
せ
ん
光

光

度

実
効
光
度
二
七
カ
ン
デ
ラ

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
八
・

〇
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
一
二

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
八
月
十
八
日

名

称

関
門
航
路
第
十
二
号
灯
浮
標

位

置

所

在

地

関
門
港
若
松
区
（
台
場
鼻
潮
流
信
号

所
の
南
南
西
方
約
一
・
九
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）

北

緯

三
三

五
六

〇
〇

東

経

一
三
〇

五
二

〇
六

変
更
し
た
事
項

灯

質

単
せ
ん
赤
光

毎
三
秒
に
一
せ
ん
光

記

事

附
属
施
設

レ
ー
ダ
ー
反
射
器

変
更
年
月
日

令
和
八
年
八
月
十
九
日

名

称

門
川
港
浅
海
防
波
堤
西
灯
台

位

置

所

在

地

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
門
川
町
（
門
川
港

浅
海
防
波
堤
西
端
）

北

緯

三
二

二
八

一
六

東

経

一
三
一

四
〇

三
一

変
更
し
た
事
項

灯

質

群
せ
ん
赤
光

毎
六
秒
に
二
せ
ん
光

光

度

実
効
光
度
二
七
カ
ン
デ
ラ

変
更
年
月
日

令
和
八
年
八
月
二
十
日

名

称

名
古
屋
港
新
土
砂
処
分
場
建
設
工
事

区
域
Ｆ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

常
滑
港
り
ん
く
う
地
区
南
防
波
堤
灯

台
（
愛
知
県
常
滑
市
）
の
南
西
方
約

三
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四

五
一

〇
六

東

経

一
三
六

四
八

一
二

変
更
し
た
事
項

位

置

所

在

地

常
滑
港
り
ん
く
う
地
区
南
防
波
堤
灯

台
（
愛
知
県
常
滑
市
）
の
西
南
西
方

約
二
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四

五
一

四
二

東

経

一
三
六

四
八

〇
四

変
更
年
月
日

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

名

称

関
門
航
路
第
三
十
号
灯
浮
標

位

置

所

在

地

関
門
港
門
司
区
（
大
瀬
戸
第
三
号
導

灯
（
前
灯
）
の
北
方
約
二
・
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
三

五
六

一
六

東

経

一
三
〇

五
六

二
八

変
更
し
た
事
項

記

事

附
属
施
設

レ
ー
ダ
ー
反
射
器

変
更
年
月
日

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

名

称

小
島
港
北
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

北
海
道
松
前
郡
松
前
町
（
小
島
港
北

防
波
堤
外
端
）

北

緯

四
一

二
一

四
二

東

経

一
三
九

四
九

〇
一





令和年月日 月曜日 第号官 報
変
更
し
た
事
項

灯

質

単
せ
ん
赤
光

毎
三
秒
に
一
せ
ん
光

光

度

実
効
光
度
二
五
カ
ン
デ
ラ

光
達
距
離

三
・
五
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
四
・

七
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
九
・
六

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日

名

称

名
古
屋
港
新
土
砂
処
分
場
建
設
工
事

区
域
Ｅ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

常
滑
港
り
ん
く
う
地
区
南
防
波
堤
灯

台
（
愛
知
県
常
滑
市
）
の
南
西
方
約

三
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四

五
一

〇
四

東

経

一
三
六

四
七

五
七

変
更
し
た
事
項

位

置

所

在

地

常
滑
港
り
ん
く
う
地
区
南
防
波
堤
灯

台
（
愛
知
県
常
滑
市
）
の
西
南
西
方

約
三
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四

五
一

三
九

東

経

一
三
六

四
七

四
八

変
更
年
月
日

令
和
八
年
八
月
二
十
七
日

名

称

大
井
川
港
第
三
号
灯
浮
標

位

置

所

在

地

静
岡
県
大
井
川
港
（
大
井
川
港
南
防

波
堤
灯
台
の
西
方
約
二
一
〇
メ
ー
ト

ル
）

北

緯

三
四

四
六

四
〇

東

経

一
三
八

一
八

一
二

変
更
し
た
事
項

光
達
距
離

四
・
〇
海
里

変
更
年
月
日

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

名

称

大
井
川
港
第
四
号
灯
浮
標

位

置

所

在

地

静
岡
県
大
井
川
港
（
大
井
川
港
南
防

波
堤
灯
台
の
西
北
西
方
約
二
六
〇

メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
四

四
六

四
三

東

経

一
三
八

一
八

一
一

変
更
し
た
事
項

光
達
距
離

四
・
〇
海
里

変
更
年
月
日

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

名

称

早
瀬
大
橋
橋
梁
灯
（
Ｌ
一
灯
）

位

置

所

在

地

早
瀬
大
橋
橋
梁
灯
（
Ｃ
一
灯
）
の
西

南
西
方
約
七
九
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四

〇
九

一
八

東

経

一
三
二

二
九

二
八

変
更
し
た
事
項

一
時
業
務
休
止
中
の
と
こ
ろ
復
旧

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
一
日

名

称

早
瀬
大
橋
橋
梁
灯
（
Ｌ
二
灯
）

位

置

所

在

地

早
瀬
大
橋
橋
梁
灯
（
Ｃ
二
灯
）
の
西

南
西
方
約
七
九
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四

〇
九

一
八

東

経

一
三
二

二
九

二
八

変
更
し
た
事
項

一
時
業
務
休
止
中
の
と
こ
ろ
復
旧

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
一
日

名

称

乙
忠
部
港
東
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

北
海
道
枝
幸
郡
枝
幸
町
（
乙
忠
部
港

東
防
波
堤
外
端
）

北

緯

四
四

四
六

五
七

東

経

一
四
二

四
三

二
一

変
更
し
た
事
項

灯

質

単
せ
ん
赤
光

毎
三
秒
に
一
せ
ん
光

光

度

実
効
光
度
七
八
カ
ン
デ
ラ

光
達
距
離

五
・
〇
海
里

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
三
日

名

称

問
牧
港
東
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

北
海
道
枝
幸
郡
枝
幸
町
（
問
牧
港
東

防
波
堤
外
端
）

北

緯

四
四

五
九

二
五

東

経

一
四
二

三
二

四
八

変
更
し
た
事
項

灯

質

単
せ
ん
赤
光

毎
三
秒
に
一
せ
ん
光

光

度

実
効
光
度
七
八
カ
ン
デ
ラ

光
達
距
離

五
・
〇
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
四
・

七
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
七
・
八

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
三
日

名

称

稚
咲
内
港
西
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

北
海
道
天
塩
郡
豊
富
町
（
稚
咲
内
港

西
防
波
堤
外
端
）

北

緯

四
五

〇
五

〇
五

東

経

一
四
一

三
七

三
二

変
更
し
た
事
項

灯

質

単
せ
ん
赤
光

毎
三
秒
に
一
せ
ん
光

光

度

実
効
光
度
七
八
カ
ン
デ
ラ

光
達
距
離

五
・
〇
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
四
・

七
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
九
・
四

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
四
日

名

称

天
塩
港
西
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

北
海
道
天
塩
港
（
西
防
波
堤
外
端
）

北

緯

四
四

五
二

一
二

東

経

一
四
一

四
四

〇
四

変
更
し
た
事
項

灯

質

単
せ
ん
緑
光

毎
三
秒
に
一
せ
ん
光

光

度

実
効
光
度
七
八
カ
ン
デ
ラ

光
達
距
離

五
・
〇
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
五
・

四
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
一
〇

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
八
日

名

称

関
空
泉
州
沖
連
絡
橋
橋
梁
灯
（
Ｐ
四

十
三
灯
）

位

置

所

在

地

関
空
泉
州
沖
連
絡
橋
橋
梁
灯
（
Ｃ
三

灯
）
の
南
東
方
約
九
八
〇
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四

二
五

〇
八

東

経

一
三
五

一
七

一
七

変
更
し
た
事
項

高

さ

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
九
・
一

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
八
日

名

称

関
空
泉
州
沖
連
絡
橋
橋
梁
灯
（
Ｐ
四

十
四
灯
）

位

置

所

在

地

関
空
泉
州
沖
連
絡
橋
橋
梁
灯
（
Ｃ
二

灯
）
の
南
東
方
約
一
・
三
キ
ロ
メ
ー

ト
ル

北

緯

三
四

二
五

〇
九

東

経

一
三
五

一
七

一
七

変
更
し
た
事
項

高

さ

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
九
・
一

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
八
日

名

称

居
組
港
不
動
山
小
振
島
照
射
灯

位

置

所

在

地

兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
（
居
組
港

不
動
山
灯
台
）

北

緯

三
五

三
七

〇
〇

東

経

一
三
四

二
三

〇
七

変
更
し
た
事
項

光

度

八
三
〇
、
〇
〇
〇
カ
ン
デ
ラ

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
八
日

名

称

苫
前
港
北
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

北
海
道
苫
前
港
（
北
防
波
堤
外
端
）

北

緯

四
四

一
九

一
二

東

経

一
四
一

三
九

一
四

変
更
し
た
事
項

灯

質

単
せ
ん
赤
光

毎
三
秒
に
一
せ
ん
光

光

度

実
効
光
度
七
八
カ
ン
デ
ラ

光
達
距
離

五
・
〇
海
里

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
九
日

名

称

須
川
港
東
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

長
崎
県
南
島
原
市
（
須
川
港
東
防
波

堤
外
端
）

北

緯

三
二

三
九

〇
一

東

経

一
三
〇

一
七

三
三

変
更
し
た
事
項

灯

質

群
せ
ん
赤
光

毎
六
秒
に
二
せ
ん
光

光

度

実
効
光
度
二
七
カ
ン
デ
ラ

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
九
日





道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北
茨
城
市
大
津
町
字
二
日
羅
内
二
六

八
二
番
一
か
ら
同
市
平
潟
町
字
経
塚

六
四
六
番
一
ま
で

前

Ａ

一
〇
〇
〇
〜

四
八
〇
〇

二
・
〇
六
〇

上
記
Ａ
及
び
Ｂ
は
、

関
係
図
面
に
表
示
す

る
敷
地
の
区
分
を
い

う
。

Ｂ

八
三
五
〜
一
二
三
五
五

一
・
九
五
四

後

Ａ

一
〇
〇
〇
〜

四
八
〇
〇

二
・
〇
六
〇

Ｂ

八
三
五
〜
一
二
三
五
五

一
・
九
五
四

図
面
縦
覧
場
所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
常
陸
河
川
国
道
事
務
所

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

結
城
市
大
字
結
城
字
大
水
河
原
三
九

七
七
番
二
か
ら
筑
西
市
布
川
字
田
河

内
一
三
一
〇
番
五
ま
で

前

Ａ

九
〇
〇
〜

四
六
二
〇

一
・
九
五
〇

上
記
Ａ
及
び
Ｂ
は
、

関
係
図
面
に
表
示
す

る
敷
地
の
区
分
を
い

う
。

Ｂ

二
二
二
〇
〜
一
〇
三
二
〇

二
・
〇
七
〇

後

Ａ

九
〇
〇
〜

四
六
二
〇

一
・
九
五
〇

Ｂ

二
二
二
〇
〜
一
〇
三
二
〇

二
・
〇
七
〇

図
面
縦
覧
場
所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
宇
都
宮
国
道
事
務
所

令和年月日 月曜日 第号官 報
名

称

檜
山
泊
港
西
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

北
海
道
檜
山
郡
江
差
町
（
檜
山
泊
港

西
防
波
堤
外
端
）

北

緯

四
一

五
三

三
二

東

経

一
四
〇

〇
八

〇
七

変
更
し
た
事
項

灯

質

単
せ
ん
赤
光

毎
三
秒
に
一
せ
ん
光

光

度

実
効
光
度
七
八
カ
ン
デ
ラ

光
達
距
離

五
・
〇
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
五
・

二
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
六
・
三

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
十
日

名

称

沖
浦
港
明
石
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
（
沖
浦

港
明
石
防
波
堤
外
端
）

北

緯

三
四

一
二

二
〇

東

経

一
三
二

五
二

三
一

変
更
し
た
事
項

光

度

一
一
〇
カ
ン
デ
ラ

光
達
距
離

五
・
五
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
九
・

二
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
一
三

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
十
日

名

称

小
良
ケ
浜
灯
台

位

置

所

在

地

福
島
県
双
葉
郡
富
岡
町
（
子
ギ
リ
バ

ノ
鼻
）

北

緯

三
七

二
一

五
一

東

経

一
四
一

〇
二

一
八

変
更
し
た
事
項

光

度

実
効
光
度
四
二
〇
カ
ン
デ
ラ

光
達
距
離

七
・
五
海
里

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
十
一
日

記

事

一
時
変
更

名

称

大
牟
田
港
灯
台

位

置

所

在

地

福
岡
県
大
牟
田
市（
大
牟
田
川
川
口
）

北

緯

三
三

〇
二

〇
九

東

経

一
三
〇

二
五

一
〇

変
更
し
た
事
項

灯

質

単
せ
ん
緑
光

毎
四
秒
に
一
せ
ん
光

光

度

実
効
光
度
七
八
カ
ン
デ
ラ

光
達
距
離

五
・
〇
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
九
・

三
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
一
四

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
十
一
日

名

称

沼
津
港
西
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

静
岡
県
沼
津
港
（
西
防
波
堤
外
端
）

北

緯

三
五

〇
四

四
八

東

経

一
三
八

五
一

〇
四

変
更
し
た
事
項

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
九
・

六
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
一
四

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
十
四
日

名

称

矢
部
川
口
南
灯
台

位

置

所

在

地

福
岡
県
み
や
ま
市
（
塩
塚
川
口
南
灯

台
の
東
南
東
方
約
二
・
七
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）

北

緯

三
三

〇
五

〇
一

東

経

一
三
〇

二
四

四
五

変
更
し
た
事
項

灯

質

単
せ
ん
赤
光

毎
三
秒
に
一
せ
ん
光

光

度

実
効
光
度
七
八
カ
ン
デ
ラ

光
達
距
離

五
・
〇
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
五
・

五
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
一
三

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
十
四
日

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
二
十
八
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

六
号

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
二
十
九
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

四

号

那
須
塩
原
市
三
島
三
丁
目
七
番
四
か
ら
同
市
三
島
四
丁
目
二
五
番

四
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
の
み
。）

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
宇

都
宮
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
十
九
日

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
三
十
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

五
十
号





官

庁

報

告

１

水
先
人
試
験
を
行
う
期
日
及
び
場
所
、
受
験
申
請
書
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限
並
び
に
合
格
発
表
日

一

他
の
水
先
区
の
一
級
水
先
人
の
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
試
験

イ

筆
記
試
験

水
先
区

期
日

場

所

受
験
申
請
書
提
出
先

受
験
申
請

書
提
出
期

限

合
格
発
表

日

秋
田
船
川
水

先
区

令
和
八

年
十
二

月
二
日

東
北
運
輸
局
（
宮

城
県
仙
台
市
宮
城

野
区
鉄
砲
町
一
番

地

仙
台
第
四
合

同
庁
舎
）

東
北
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部

船
員
労
働
環
境
・
海
技
資
格
課

（
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
鉄

砲
町
一
番
地

仙
台
第
四
合
同

庁
舎

郵
便
番
号
九
八
三

八

五
三
七
）

令
和
八
年

十
一
月
十

日
（
郵
送

に
よ
る
場

合
は
、
十

一
月
十
日

必
着
）

合
格
発
表

日
は
、
地

方
運
輸
局

よ
り
通
知

す
る
。

新
潟
水
先
区

令
和
八

年
十
二

月
二
日

北
陸
信
越
運
輸
局

（
新
潟
県
新
潟
市

中
央
区
美
咲
町
一

丁
目
二
番
一
号

新
潟
美
咲
合
同
庁

舎
二
号
館
）

北
陸
信
越
運
輸
局
海
事
部
船
員

労
働
環
境
・
海
技
資
格
課
（
新

潟
県
新
潟
市
中
央
区
美
咲
町
一

丁
目
二
番
一
号

新
潟
美
咲
合

同
庁
舎
二
号
館

郵
便
番
号
九

五
〇

八
五
三
七
）

備
考

筆
記
試
験
は
、
受
験
申
請
書
に
添
付
さ
れ
る
健
康
証
明
書
に
よ
り
実
施
す
る
身
体
検
査
に
合
格
し
た
者
に

対
し
て
行
う
。

国
会
事
項

人
事
異
動

叙
位
・
叙
勲

皇
室
事
項

令和年月日 月曜日 第号官 報

衆

議

院

質
問
書
提
出

十
月
十
五
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

政
府
提
出
の
「
消
費
税
・
支
援
金
法
案
」
に
関
す
る
質

問
主
意
書
（
田
村
智
子
外
三
名
提
出
）

内

閣

〇
財
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
井
比
早
之

財
務
大
臣
片
山
さ
つ
き
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十
条

の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
財
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大

臣
に
指
定
す
る

同

藤
井
比
早
之

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
片
山
さ
つ
き
海
外
出
張
不
在
中
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
金
融
）
事
務
代
理
を
命
ず
る
（
以

上
十
月
十
五
日
）

青
柳

清
美

青
山

郁
博

秋
葉

敏
夫

秋
元

禮
子

朝
比
奈
博
光

阿
部

二
導

網
田

郁
雄

伊
澤

哲
夫

石
川

之
雄

石
川

祿
郎

石
黒

幸
枝

磯
野

英
章

伊
丹

清

一
岡

升
登

市
川

利
治

一
木

道
子

伊
藤

勝
男

井
上

良
二

岩
泉

達

上
島

徳
夫

梅
田

武

遠
藤

拓
二

及
川

貢

大
石

政
志

大
久
保
明
彦

太
田

英
弘

大
野

憲
三

大
野

公

岡
田

健
彦

岡
田

弘
子

岡
山

辨

小
川

和
郎

小
川

靖
男

奥
田

貞
三

奥
間

俊
信

小
野
寺
治
也

角
石

富
惠

春
日

明

片
岡

信
雄

片
桐

靖

片
山

肇

加
田

達
也

加
藤

勝
彦

苅
米

恒
夫

川
上

愛
男

河
村

恭
子

菅
野

昭

菅
野

哲
男

北
谷

俊
哲

北
山

光
孝

城
所

郁
雄

木
村

重
幸

金
城

盛
善

楠
本
田
鶴
子

工
藤

究

工
藤

泰
則

久
保

充
清

熊
谷

慧

黒
田

勝

剣
持

千
秋

小
池
榮
一
郎

小
池

武
夫

小
清
水
忠
男

小
場

聰
男

小
林

政
昭

小
松

康
文

小
山

弘
雄

小
山

長
壽

西
條

雅
夫

藤

守

境
谷

實

榊
原

宗
文

嵯
峨

忠
一

櫻
井

純
子

佐
藤

昭
夫

〇
叙
勲

岡
庭

明

金
子

信
男

長
門

孝
則

旭
日
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

秋
山

泰
則

今
井

重
信

中
村

一
也

比
屋
根
方
次

山
野

一
郎

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

井
尻

繁

市
原

鶴
枝

市
山

昭
義

岩
澤

桂
治

内
田

和
雄

大
山

亮

小
貫

良
巳

川
北

壽
麿

清
住

隆
幸

葛
原

昇

熊
田

長
宜

栗
原

洋
子

齊
藤

實

清
水

一
男

下
田

一
甫

菅
村

哲
仁

須
田

幸
宏

津
出

悦
男

手
塚

誠

戸
丸

佑
一

中
島

信
幸

野
澤
忠
一
郎

野
沢

眞

久
田

浩
平

深
津

博
也

望
月

藤
雄

守
屋

幸
彦

柳
田

昭

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

安
部

文
侑

池
本

雅
也

磯
田

昌
三

大
内

弘

上
村

和
明

北
山

清
種

清
藤

重
信

熊
田

照
男

小
林

和
麿

小
松

登

末
永

統
一

高
辻

幸
守

中
谷

五
郎

永
窪

啓
治

伯
野

幸
次

水
澤

正
明

水
口

武
彦

村
田

善
之

渡

良
禎

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

佐
藤
作
太
郎

更
家
盛
一
郎

重
野

芳
章

柴
田

正
郎

島
原

洋
子

下
地

惠
治

下
村

一
夫

菅
井

徹
郎

杉
田

勝
利

杉
原

純
治

鈴
木

貞
夫

鈴
木

節
子

鈴
木

利
男

鈴
木

文
典

鈴
木

増
一

副
島

良

高
橋

正
一

高
畑

浩
三

武
井
富
喜
雄

竹
内

勇

竹
田

忠
夫

竹
田

基

竹
本

健

多
氣

喜
三

田
島

昭
子

田
中

一
正

田
中

久
雄

附
田

守
弘

柘
植

孝
一

辻
川

信
孝

手
嶋

康
夫

時

日
出
男

徳
重

寛
吾

徳
田

和
睦

泊

英
敏

土
肥

一
郎

中
島

正
勝

中
曽

邦
輔

中
野

大
猛

中
野

幸
夫

中
山

雅
雄

長
澤

八
郎

西
岡

三
郎

西
澤

享
良

日
塔

章
彦

野
崎

彰

野
村

邦
男

長
谷

博
明

林

郁
夫

東

紀
朗

日
高
慶
一
郎

平

康
市

平
井

昭
臣

平
手

勝

蛭
牟
田
長
治

藤
井
千
代
喜

藤
井

正
昭

藤
田
美
代
子

堀
江

睦
子

本
藤

忠

前
川

朝
文

松
浦

英
夫

松
尾

秀
保

松
元
登
美
子

松
本

文
隆

丸
山

昌
吾

水
間

福
一

溝
口

登

三
谷

明
義

宮
崎

雄
次

村
井

英
之

森

俊
彦

森

富
保

森
田

和
彦

安
島

均

山
岡

泰
三

山
際

紀
雄

山
崎

友
治

山
下

桂
一

山
下

知
已

山
田

輝
男

山
梨

和
夫

山
本

邦
彦

山
本

テ
ル

結
城

公
昭

吉
田

嗣
正

若
槻

忠
臣

鷲
野

章

渡
辺

和
則

渡
部

朝
明

和
田

莊

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

青
井

清

加
藤

正
義

嶋
村

邦
重

白
川

孝
久

永
田

祐
造

野
田

安
弘

三
河

玲
子

吉
尾

保

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
一
日
）

行
幸
啓

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
青
森
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て

い
る
第
八
十
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
御
臨
場
、
併
せ
て

地
方
事
情
を
御
視
察
の
た
め
、
十
月
十
日
午
前
九
時
二
十

一
分
御
出
門
、
同
県
へ
行
幸
啓
、
同
月
十
一
日
午
後
七
時

三
十
一
分
還
幸
啓
に
な
っ
た
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
十
月
十
五
日
午
前
九
時
二
十
分

御
出
門
、
Ｇ
Ｅ
Ａ
国
際
会
議
二
〇
二
六
「
Ｇ
Ｘ
に
よ
る
成

長
投
資
を
通
じ
た
地
球
環
境
へ
の
貢
献
〜
持
続
可
能
な
未

来
実
現
に
向
け
た
統
合
的
取
組
の
戦
略
的
推
進
〜
」
開
会

式
に
御
臨
席
の
た
め
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
港
区
）

へ
行
幸
啓
、
午
後
零
時
二
十
三
分
還
幸
啓
に
な
っ
た
。

国

家

試

験

水
先
人
試
験
の
施
行

水
先
人
試
験
の
施
行
に
つ
い
て
、
水
先
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
運

輸

省

令

経
済
安
定
本
部
令
第
一
号
）
第
十
一
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲





ロ

口
述
試
験

期
日
及
び
場
所
並
び
に
合
格
発
表
日
は
、
筆
記
試
験
合
格
者
に
対
し
て
、
試
験
を
行
う
場
所
を
管
轄
す
る
地

方
運
輸
局
よ
り
通
知
す
る
。

二

同
一
の
水
先
区
の
二
級
水
先
人
の
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
試
験

イ

筆
記
試
験

水
先
区

期
日

場

所

受
験
申
請
書
提
出
先

受
験
申
請

書
提
出
期

限

合
格
発
表

日

伊
勢
三
河
湾

水
先
区

令
和
八

年
十
二

月
二
日

中
部
運
輸
局
（
愛

知
県
名
古
屋
市
中

区
三
の
丸
二
丁
目

二
番
一
号

名
古

屋
合
同
庁
舎
第
一

号
館
）

中
部
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部

船
員
労
働
環
境
・
海
技
資
格
課

（
愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
三
の

丸
二
丁
目
二
番
一
号

名
古
屋

合
同
庁
舎
第
一
号
館

郵
便
番

号
四
六
〇

八
五
二
八
）

令
和
八
年

十
一
月
十

日
（
郵
送

に
よ
る
場

合
は
、
十

一
月
十
日

必
着
）

合
格
発
表

日
は
、
地

方
運
輸
局

（
運
輸
監

理
部
を
含

む
。）よ
り

通
知
す

る
。

大
阪
湾
水
先

区
及
び
内
海

水
先
区

神
戸
運
輸
監
理
部

（
兵
庫
県
神
戸
市

中
央
区
波
止
場
町

一
番
一
号

神
戸

第
二
地
方
合
同
庁

舎
）

神
戸
運
輸
監
理
部
海
上
安
全
環

境
部
船
員
労
働
環
境
・
海
技
資

格
課
（
兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区

波
止
場
町
一
番
一
号

神
戸
第

二
地
方
合
同
庁
舎

郵
便
番
号

六
五
〇

〇
〇
四
二
）

備
考

筆
記
試
験
は
、
受
験
申
請
書
に
添
付
さ
れ
る
健
康
証
明
書
に
よ
り
実
施
す
る
身
体
検
査
に
合
格
し
た
者
に

対
し
て
行
う
。

ロ

口
述
試
験

期
日
及
び
場
所
並
び
に
合
格
発
表
日
は
、
筆
記
試
験
合
格
者
に
対
し
て
、
試
験
を
行
う
場
所
を
管
轄
す
る
地

方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
を
含
む
。）よ
り
通
知
す
る
。

三

同
一
の
水
先
区
の
三
級
水
先
人
の
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
試
験

イ

筆
記
試
験

水
先
区

期
日

場

所

受
験
申
請
書
提
出
先

受
験
申
請

書
提
出
期

限

合
格
発
表

日

東
京
湾
水
先

区

令
和
八

年
十
二

月
二
日

関
東
運
輸
局
（
神

奈
川
県
横
浜
市
中

区
北
仲
通
五
丁
目

五
十
七
番
地

横

浜
第
二
合
同
庁

舎
）

関
東
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部

船
員
労
働
環
境
・
海
技
資
格
課

（
神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
北
仲

通
五
丁
目
五
十
七
番
地

横
浜

第
二
合
同
庁
舎

郵
便
番
号
二

三
一

八
四
三
三
）

令
和
八
年

十
一
月
十

日
（
郵
送

に
よ
る
場

合
は
、
十

一
月
十
日

必
着
）

合
格
発
表

日
は
、
地

方
運
輸
局

（
運
輸
監

理
部
を
含

む
。）よ
り

通
知
す

る
。

伊
勢
三
河
湾

水
先
区

中
部
運
輸
局
（
愛

知
県
名
古
屋
市
中

区
三
の
丸
二
丁
目

二
番
一
号

名
古

屋
合
同
庁
舎
第
一

号
館
）

中
部
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部

船
員
労
働
環
境
・
海
技
資
格
課

（
愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
三
の

丸
二
丁
目
二
番
一
号

名
古
屋

合
同
庁
舎
第
一
号
館

郵
便
番

号
四
六
〇

八
五
二
八
）

大
阪
湾
水
先

区
及
び
内
海

水
先
区

神
戸
運
輸
監
理
部

（
兵
庫
県
神
戸
市

中
央
区
波
止
場
町

一
番
一
号

神
戸

第
二
地
方
合
同
庁

舎
）

神
戸
運
輸
監
理
部
海
上
安
全
環

境
部
船
員
労
働
環
境
・
海
技
資

格
課
（
兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区

波
止
場
町
一
番
一
号

神
戸
第

二
地
方
合
同
庁
舎

郵
便
番
号

六
五
〇

〇
〇
四
二
）

関
門
水
先
区

九
州
運
輸
局
（
福

岡
県
福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
東
二
丁

目
十
一
番
一
号

福
岡
合
同
庁
舎
新

館
）

九
州
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部

海
技
資
格
課
（
福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
十
一

番
一
号

福
岡
合
同
庁
舎
新
館

郵
便
番
号
八
一
二

〇
〇
一

三
）

備
考

筆
記
試
験
は
、
受
験
申
請
書
に
添
付
さ
れ
る
健
康
証
明
書
に
よ
り
実
施
す
る
身
体
検
査
に
合
格
し
た
者
に

対
し
て
行
う
。

ロ

口
述
試
験

期
日
及
び
場
所
並
び
に
合
格
発
表
日
は
、
筆
記
試
験
合
格
者
に
対
し
て
、
試
験
を
行
う
場
所
を
管
轄
す
る
地

方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
を
含
む
。）よ
り
通
知
す
る
。

令和年月日 月曜日 第号官 報

２

そ
の
他

一

郵
便
に
よ
り
受
験
申
請
す
る
と
き
は
、
氏
名
、住
所
及
び
郵
便
番
号
を
明
記
の
上
、郵
便
切
手
百
十
円
分
を
貼
っ

た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
す
る
こ
と
。

二

試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
試
験
を
行
う
場
所
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
を
含
む
。）よ
り
通
知

す
る
。

三

筆
記
試
験
又
は
口
述
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
、又
は
こ
れ
に
合
格
し
な
か
っ
た
者
に
対
し
て
、

筆
記
試
験
又
は
口
述
試
験
の
追
試
験
を
行
う
場
合
は
、
試
験
を
行
う
場
所
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理

部
を
含
む
。）よ
り
通
知
す
る
。

第
68
回
原
子
炉
主
任
技
術
者
試
験
口
答
試
験
合
格
者

原
子
炉
主
任
技
術
者
試
験
の
実
施
細
目
等
に
関
す
る
規

則
（
昭
和
53年
総
理
府
令
第
51号
）
第
６
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
第
68回
原
子
炉
主
任
技
術
者
試
験
口
答
試
験
合
格

者
の
氏
名
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
８
年
10
月
19
日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
山
中
伸
介

受
験
番
号

氏
名

受
験
番
号

氏
名

1
青
山
雄
太

7
栫

明
宏

8
門
柳
悠
太

10
神
川

豊
12

河
上
壮
志

15
河
本
貴
寛

20
小
石
峯
武
彦

23
近
藤
謙
太
郎

34
関
口
淳
史

35
園
田
裕
樹

38
田
島

匠
41

寺
本
栄
治
郎

42
土
井
卓
哉

44
富
安
亮
太

46
中
嶋
亮
太
朗

51
板
東
謙
一

52
挽
谷
政
弥

53
日
比
野
航
己

58
松
浦
優
也

60
松
本
英
朗

62
宮
森

巧
64

森
裕
樹

69
山
田
尚
徳

71
渡

隆
也





公 告

令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

諸 事 項
相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告





令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報 失 踪 宣 告

失踪に関する届出の催告

公 示 催 告






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

除 権 決 定

破産手続開始






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続終結

破産手続終結及び免責許可決定






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産債権の届出期間及び一般
調査期日






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

書面による計算報告






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

免責許可決定

特別清算終結
令和８年（ヒ）第１４号
岡山市中区倉益２１４番地１
清算株式会社 せとうちロジスティクスサービ
ス株式会社
１ 決定年月日 令和８年１０月１日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

岡山地方裁判所第３民事部
令和７年（ヒ）第１３号
沖縄県那覇市字安謝６１９番地１６
清算株式会社 株式会社沖通商
１ 決定年月日 令和８年９月１８日
２ 主 文 本件特別清算手続を終結する。

那覇地方裁判所民事第３部

特別清算協定認可
令和８年（ヒ）第５０１号
福島県須賀川市森宿字舘ノ下３２番地１
清算株式会社 株式会社アート工芸広告社
代表清算人 佐久間 康弘
１ 決定年月日 令和８年１０月１日
２ 主文 次の協定を認可する。
協定
１ 清算株式会社は、各協定債権者（以下「本件
協定債権者」という）に対し、協定債権のうち、
令和８年７月６日までの原因に基づいて生じた債
権から清算会社が本件協定債権者に対し有する債
権を対当額で相殺する。
２ 前項の相殺後の本件協定債権者の各債権残額
を弁済対象債権とし、清算株式会社は本協定認可
決定確定日の属する月の末日から１ケ月以内に、
財産から必要な経費等を控除した残額を各協定債
権者へ按分弁済（１円未満は四捨五入）する。

３ 前項の弁済は、本件協定債権者の指定する金
融機関の口座に振込送金する方法で支払う。但し
振込手数料は、清算株式会社の負担とする。
４ 本件協定債権者は、第２項の規定による弁済
を受けた時は、清算株式会社に対し、各協定債権
の総額から各弁済額を控除した残額について、そ
の債務を全部免除する。
５ 清算株式会社に新たな財産が発見されたとき
は、清算株式会社はこれを速やかに換価し、本協
定債権者に対し、換価代金から必要な経費を控除
した残額を各弁済対象債権の割合に応じて弁済す
る。ただし、割合弁済の結果生じる１円未満は四
捨五入する。この場合においては、各協定債権者
が前項の規定により行った残債務の免除は、新た
にされた弁済の限度で効力を失うものとする。

以上
福島地方裁判所郡山支部

令和８年（ヒ）第２０３５号
東京都中央区日本橋２丁目１番14号日本橋加藤
ビルディング６階弁護士法人ＰＬＡＺＡ総合法律
事務所内
清算株式会社 株式会社東伸建設
代表清算人 小幡 朋弘
１ 決定年月日 令和８年10月１日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
第１ 通則
１ 定義
本協定で使用する下記の用語は、以下の意
味を有するものとする。

記
 「清算株式会社」とは、株式会社東伸建
設を意味する。
 「協定債権者」とは、別紙「協定債権弁
済計画表」の「対象債権者名」欄に記載さ
れた各債権者を意味する。
 「認可決定確定日」とは、本協定の認可
の決定の確定日を意味する。

２ 協定債権の弁済の場所等
清算株式会社による協定債権者への協定債
権の弁済は、協定債権者の指定する金融機関
の口座に対して振り込む方法により行なう。
ただし、振込手数料は清算株式会社の負担と
する。

３ 端数処理
弁済額の計算において生ずる１円未満の端
数金額は四捨五入する。
４ 利息及び遅延損害金
本協定の定めによる協定債権者への弁済に
かかる利息及び遅延損害金は免除する。

第２ 個別条項
１ 清算株式会社は、協定債権者に対し、認可
決定確定日から１か月以内に、協定債権額の
3.13367163378472％の金員を弁済する。
２ 協定債権者は、前項の弁済を受けたときは、
清算株式会社に対し、認可決定確定日に、協
定債権者の各協定債権の総額から各弁済額を
控除した残額につき、その債務を免除する。
３ 第１項の弁済の後、清算株式会社に新たな
財産が発見されたときは、清算株式会社は、
これを速やかに換価し、協定債権者に対し、
換価代金から必要な費用を控除した残額を協
定債権者の各協定債権額の割合に応じて弁済
する。この場合においては、協定債権者が前
項の規定により行った残債務の免除は、新た
にされた弁済の限度で効力を失うものとす
る。
（別紙省略）

東京地方裁判所民事第２０部

監 督 命 令

再生手続終結

小規模個人再生による再生手
続開始



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
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
月


日
月
曜
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



号

官
報
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和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報
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



令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報
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令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報 小規模個人再生による書面決

議に付する決定
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令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

給与所得者等再生による再生
計画認可

所在等不明共有者の持分の取
得の裁判に関する異議の催告

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告

所有者不明建物管理命令に関
する異議の催告






令和年月日 月曜日 第号官 報

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）W

W
W
.D
IC
O
4U
.C
O
M

令
和
八
年
十
月
十
九
日

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
三
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

代
表
取
締
役

丹
下

大

東
京
都
渋
谷
区
東
三
丁
目
二
六

二

（
乙
）
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

清
水

恭
兵

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://g
ree -x

.co
m
/

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.g
ree -a

d
v
ertisin

g
.n
et/ja

/

令
和
八
年
十
月
十
九
日

東
京
都
港
区
六
本
木
六
丁
目
一
一
番
一
号

（
甲
）
グ
リ
ー
エ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

足
立

和
久

東
京
都
港
区
六
本
木
六
丁
目
一
一
番
一
号

（
乙
）
グ
リ
ー
ア
ド
バ
タ
イ
ジ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

柴
田

直
人

合
併
公
告

左
記
法
人
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
一
二
番
三
二
号
ア
ー
ク

森
ビ
ル

（
甲
）
Ｓ
Ｃ
Ｓ
国
際
有
限
責
任
監
査
法
人

代
表
社
員

牧

辰
人

福
岡
市
中
央
区
大
名
二
丁
目
六
番
五
〇
号

（
乙
）
如
水
監
査
法
人

代
表
社
員

廣
島

武
文

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

神
奈
川
県
横
浜
市
都
筑
区
茅
ケ
崎
南
四
丁
目
一
五

番
一

五
〇
七
号

（
甲
）
合
同
会
社
強
い
経
理
部

代
表
社
員

西
田

浩

横
浜
市
都
筑
区
茅
ケ
崎
南
四
丁
目
一
五
番
一

五

〇
七
号

（
乙
）
合
同
会
社
マ
ラ
ソ
ン
二
刀
流

代
表
社
員

西
田

浩

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

香
川
県
高
松
市
上
福
岡
町
二
〇
五
九
番
地
四
グ

ロ
ー
リ
ー
森
塚
Ｂ
一

一

（
甲
）
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｉ
合
同
会
社

代
表
社
員

西
尾

智
世

香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
五
三
五
番
地

（
乙
）
合
同
会
社
Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
ｔ

Ｒ
ｏ
ｗ

代
表
社
員

西
尾

智
世

香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
五
三
五
番
地

（
丙
）
日
光
合
同
会
社

代
表
社
員

西
尾

智
世

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
日

掲
載
頁

八
十
八
頁
（
号
外
第
二
一
八
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
五
日

掲
載
頁

七
十
七
頁
（
号
外
第
二
一
九
号
）

令
和
八
年
十
月
十
九
日

長
崎
県
西
彼
杵
郡
時
津
町
久
留
里
郷
字
永
ノ
浦
三

七
六
番
一
〇

（
甲
）
滲
透
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西

淳
子

長
崎
市
若
葉
町
二
番
二
三
号（

乙
）
株
式
会
社
滲
透

代
表
取
締
役

西

亮

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
六
日

掲
載
頁

六
十
三
頁
（
号
外
第
一
五
一
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
六
日

掲
載
頁

六
十
三
頁
（
号
外
第
一
五
一
号
）

（
丙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
六
日

掲
載
頁

六
十
二
頁
（
号
外
第
一
五
一
号
）

令
和
八
年
十
月
十
九
日

大
分
市
豊
海
三
丁
目
一
九
九
四
番
地
の
二
四
五

（
甲
）
大
分
ト
ス
テ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
久
保
好
隆

佐
賀
県
佐
賀
市
久
保
田
町
大
字
久
保
田
一
六
〇
〇

番
地
一

（
乙
）
西
九
州
ト
ス
テ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

吉
岡

義
裕

広
島
県
福
山
市
三
吉
町
五
丁
目
五
番
五
号

（
丙
）
福
山
ト
ス
テ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
野

勲

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
六
日

掲
載
頁

七
十
六
頁
（
号
外
第
二
二
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
十
九
日

沖
縄
県

市
銘
苅
三
丁
目
九
番
二
二
号

（
甲
）
株
式
会
社
武
田
会
計

代
表
取
締
役

武
田

雄
治

沖
縄
県

市
銘
苅
三
丁
目
九
番
二
二
号

（
乙
）
武
田
雄
治
事
務
所
合
同
会
社

代
表
社
員

武
田

雄
治

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
Ｋ

Ｐ
Ｏ
Ｐ
に

関
連
す
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
事
業
に
関
す
る
権
利

義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
九
丁
目
七
番
二
号

（
甲
）
Ｃ
Ｅ
ｉ
Ｒ
Ｌ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

宮
本

貴
志

東
京
都
港
区
赤
坂
九
丁
目
七
番
二
号

（
乙
）
株
式
会
社
コ
ロ
プ
ラ

代
表
取
締
役
社
長

宮
本

貴
志

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）
は
、
吸
収
分
割
に
よ
り
工
藤
建
設
株
式
会

社
（
乙
、
住
所
横
浜
市
青
葉
区
新
石
川
四
丁
目
三
三
番
地

一
〇
）
の
介
護
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

横
浜
市
青
葉
区
新
石
川
四
丁
目
三
三
番
地
一
〇

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
ケ
ア
株
式
会
社

代
表
取
締
役

藤
井

研
児





令和年月日 月曜日 第号官 報
新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
ｈ
ｍ

ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
住
所
：
東
京
都
港
区
六
本
木
五
丁
目
二

番
一
号
ほ
う
ら
い
や
ビ
ル
八
階
）
に
対
し
て
当
社
の
投
資

金
融
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
六
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
十
九
日

東
京
都
港
区
六
本
木
五
丁
目
二
番
一
号
ほ
う
ら
い

や
ビ
ル
八
階

株
式
会
社
Ａ
Ｎ
Ｉ

代
表
取
締
役

肱
黒

裕
介

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
二
十
日
で
あ
り
、
組

織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ク
レ
ス
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

群
馬
県
伊
勢
崎
市
喜
多
町
四
七
番
地
（
二
Ｆ
）

合
同
会
社
ク
レ
ス

代
表
社
員

篠
田

大
季

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

東
京
都
新
宿
区
内
藤
町
一

一
二
一

内
藤
町
ハ

ウ
ス
三
〇
四

ア
ン
ド
ジ
ャ
ー
ニ
ー
合
同
会
社

代
表
社
員

南
谷

太
郎

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

東
京
都
葛
飾
区
東
四
つ
木
一
丁
目
一
六
番
一
九
号

三
Ｆ

合
同
会
社
ア
ラ
イ
ズ

代
表
社
員

亀
子

誠

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
二
十
日
で
あ
り
、
組

織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ひ
な
た
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

新
潟
県
南
蒲
原
郡
田
上
町
大
字
羽
生
田
一
九
番
地
一

合
同
会
社
Ｓ
Ｋ
Ｙ
ｇ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ

代
表
社
員

酒
井

靖
友

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
き
の
こ
の
郷
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

名
古
屋
市
中
区
栄
一
丁
目
二
三
番
二
九
号

Ａ
Ｍ
Ｙ
合
同
会
社

代
表
社
員

山
本

孝
幸

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
ハ
ッ
ピ
ー
企
画
Ｈ
Ｕ
Ｂ
Ｔ
Ｏ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
Ｎ
株
式
会
社
と
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
十
二
日
で
あ
り
、
当

社
の
総
社
員
の
同
意
の
取
得
は
令
和
八
年
十
月
八
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

兵
庫
県
豊
岡
市
京
町
一
八

一

ハ
ッ
ピ
ー
企
画
Ｈ
Ｕ
Ｂ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
合
同
会
社

代
表
社
員

土
生
田
祐
子

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

沖
縄
県
那
覇
市
首
里
石
嶺
町
三
丁
目
三
〇
一
番
地
三

合
同
会
社
わ
ん

代
表
社
員

高
山

省
吾

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
し
一
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
七
日

掲
載
頁

五
十
二
頁
（
号
外
第
二
二
一
号
）

令
和
八
年
十
月
十
九
日

岐
阜
市
司
町
二
二
番
地

株
式
会
社
桐
山
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

代
表
取
締
役

桐
山

立
志

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
全
額
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
三
十
日

掲
載
頁

一
一
三
頁
（
号
外
第
二
一
六
号
）

令
和
八
年
十
月
十
九
日

京
都
市
右
京
区
西
京
極
殿
田
町
五
番
地

株
式
会
社
オ
リ
ソ
ー

代
表
取
締
役

大
槻

芳
久

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
効
力
発
生
日
を
令
和
八
年
十
一
月
六
日
と
す

る
株
式
会
社
と
べ
し
ま
丸
水
産
と
の
株
式
交
換
に
よ
り
資

本
準
備
金
の
額
が
増
加
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
そ
の

増
加
額
全
額
を
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

宮
崎
県
日
向
市
大
字
細
島
七
〇
五
番
地
一

株
式
会
社
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス

代
表
取
締
役

児
玉

才
樹

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
十
億
二
千
九
百
七
十
七
万
二

千
三
百
九
十
九
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
十
億
二
千
九
百

七
十
七
万
二
千
三
百
九
十
四
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
十
七
日

掲
載
頁

一
〇
二
頁
（
号
外
第
九
十
八
号
）

令
和
八
年
十
月
十
九
日

東
京
都
品
川
区
西
品
川
一
丁
目
一
番
一
号
住
友
不

動
産
大
崎
ガ
ー
デ
ン
タ
ワ
ー
九
階

ペ
ガ
サ
ス
・
テ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

式
会
社

代
表
取
締
役

エ
ム
デ
ィ
ー
・
ア
ニ
ス
・
ウ
ッ

ザ
マ
ン

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
億
六
千
四
百
万
円（
但
し
、

令
和
八
年
十
月
十
六
日
開
催
の
取
締
役
会
に
お
い
て
決
議

さ
れ
た
募
集
株
式
の
発
行
に
よ
り
同
時
に
増
額
す
る
資
本

金
の
額
が
七
億
五
千
万
円
を
下
回
る
場
合
は
、
当
該
金
額

に
一
千
四
百
万
円
を
加
え
た
金
額
）、
資
本
準
備
金
の
額

を
六
百
八
十
六
万
五
百
六
十
三
円
（
但
し
、
令
和
八
年
十

月
十
六
日
開
催
の
取
締
役
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た
募
集

株
式
の
発
行
に
よ
り
同
時
に
増
額
す
る
資
本
金
の
額
が
七

億
五
千
万
円
を
下
回
る
場
合
は
、
七
億
七
千
八
十
六
万
五

百
六
十
三
円
か
ら
上
記
募
集
株
式
の
発
行
に
よ
り
増
加
す

る
資
本
金
の
額
を
控
除
し
た
金
額
）
減
少
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
令
和
八
年

十
一
月
十
九
日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://co

rp
.to
k
iu
m
.jp
/

令
和
八
年
十
月
十
九
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
六
丁
目
一
八
番
二
号

株
式
会
社
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｕ
Ｍ

代
表
取
締
役

黒
﨑

賢
一





（
原
稿
誤
り
）

二
五

改
正
後
欄

終
り
か
ら七
最
終
処
分
場
安
定

型
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場

安

定
型
産
業
廃
棄
物

二
五
ペ
ー
ジ
一
行
目
か
ら
九
行
目
ま
で
を
同
ペ
ー
ジ
二

三
行
目
の
後
に
移
動
す
る
。

正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

令和年月日 月曜日 第号官 報
資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
億
七
百
四
十
九
万
七
千
六

百
九
十
四
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
六
億
五
千
五
十
七
万

七
千
九
百
九
十
七
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
十
月
十
九
日

川
崎
市
川
崎
区
扇
町
一
二
番
二
号

ペ
ッ
ト
リ
フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

伊
賀

大
悟

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
十
六
億
円
減
少
し
、
資
本

準
備
金
の
額
を
六
十
六
億
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.d
ru
g -su

g
i.co
.jp
/sh
o
ji/a
sset/

令
和
八
年
十
月
十
九
日

愛
知
県
大
府
市
横
根
町
新
江
六
二
番
地
の
一

株
式
会
社
ス
ギ
ア
セ
ッ
ト

代
表
取
締
役

杉
浦

広
一

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、資
本
金
の
額
を
七
千
四
百
六
十
二
万
五
千
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
七
千
四
百
六
十
二
万
五
千
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
七
日

掲
載
頁

五
十
四
頁
（
号
外
第
二
二
一
号
）

令
和
八
年
十
月
十
九
日

大
阪
市
福
島
区
福
島
一
丁
目
四
番
四
号

フ
ル
カ
イ
テ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

瀬
川

直
寛

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
行
は
、
資
本
金
の
額
を
五
十
億
円
（
た
だ
し
、
令
和

八
年
十
二
月
二
十
五
日
に
行
う
第
三
者
割
当
増
資
に
係
る

株
式
の
発
行
に
よ
り
同
時
に
増
額
す
る
資
本
金
の
額
が
こ

れ
を
下
回
る
場
合
は
、
当
該
額
）、
資
本
準
備
金
の
額
を

五
十
億
円
（
た
だ
し
、
令
和
八
年
十
二
月
二
十
五
日
に
行

う
第
三
者
割
当
増
資
に
係
る
株
式
の
発
行
に
よ
り
同
時
に

増
額
す
る
資
本
準
備
金
の
額
が
こ
れ
を
下
回
る
場
合
は
、

当
該
額
）、
そ
れ
ぞ
れ
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

島
根
県
松
江
市
朝
日
町
四
八
四
番
地
一
九

株
式
会
社
島
根
銀
行

代
表
取
締
役

長
岡

一
彦

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
五
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
最
終
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
そ
の
所
有

す
る
株
式
一
株
を
一
〇
〇
〇
〇
株
と
す
る
株
式
分
割
に
よ

り
株
式
の
割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公

告
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
一
一
番
一
号

Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
．

株
式
会
社
カ
シ
ム
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

樫
村

尚
明

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
五
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

札
幌
市
西
区
八
軒
六
条
西
十
丁
目
一
番
二
号

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
札
幌
西

代
表
取
締
役

帰
山

誠
一

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
六
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

栃
木
県
栃
木
市
都
賀
町
木
五
三
九
番
地
一

株
式
会
社
鈴
木
商
店

代
表
取
締
役

吉
岡

康
弘

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
三
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

神
奈
川
県
川
崎
市
高
津
区
坂
戸
三
丁
目
二
番
一
号

か
な
が
わ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
西
棟
六
階

株
式
会
社
シ
ー
エ
ス
デ
ー

代
表
取
締
役

菅
原

道
隆

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
三
億
五
千
百
九
十
万
円

減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

h
ttp
://sn
n
m
.jp
/k
o
u
k
o
k
u
/ch
a
ta
n
h
a
n
d
r/

令
和
八
年
十
月
十
九
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
一
丁
目
四
番
一
号
日
本
橋

一
丁
目
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

北
谷
ホ
テ
ル
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
特
定
目
的
会
社

取
締
役

三
品

貴
仙

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
五
十
七
億
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
令
和
八

年
四
月
二
十
七
日
付
官
報
号
外
第
九
十
八
号
の
一
〇
九
頁

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
六
番
一
号
泉
ガ
ー
デ

ン
タ
ワ
ー江

坂
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ツ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

中
村

武

令
和
八
年
十
月
十
六
日
掲
載
の
大
臣
は
、
次
の
と
お
り

と
な
っ
た
。

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

令
和
八
年
九
月
十
五
日
（
号
外
第
二
百
五
号
）
公
布
環

境
省
令
第
二
十
五
号
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
）
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